
2016年 2月 27日 臨時総会 

資料２－２ 

青年全国大会でのアンケート、ならびに臨時総会に向けて出された意見のまとめ 

＜日ユ協連への意見や要望＞ 

交通費補助 

 活動にかかる費用の中で、交通費の占める割合が大きいため、交通費を支援してほしい。 

会員拡充 

 新入会員の育成に力を入れてほしい 

 青年会員の確保のための対策を講じてほしい。 

会員の学習機会 

 活動の支援とは別に、外部の研修だけでなく、様々な学習機会を支援してほしい。 

学校との関係 

 将来的な青年会員の獲得につなげるため、ユ協ないし青年会員とユネスコスクールとの関係性を発展させ

るための施策がほしい。 

 青年会員が出前授業やユネスコ理念を紹介する授業ないしワークショップをする機会を作ってほしい。 

企業との関係 

 企業との連携を強化するため、スポンサー企業の紹介等してほしい。 

地域の格差への配慮 

 条件不利な地域で活動を継続するための負担は大きいため、配慮してほしい。 

 

＜ブロック研究会について＞ 

 関東ブロック研究会の青年バージョンがあればいいなと思う。 

 ブロック研究会を有効活用したい。青年のためのプログラム、青年主催企画開催等。 

 ブロックにおいて青年が集う機会がほしい。 

 ブロック研究会の日程を全国である程度そろえてほしい。 

 

＜全国的青年連絡組織への意見や要望＞ 

 全青連の知名度があまりに低すぎる。伝達の為の組織が知られていないのは本末転倒である。 

 情報伝達ルートが全く整備されていない。こんな大きな組織なのに、友達ルート only?サークル？こんな

組織なくしてしまえと言われるのも当然。 

 組織的な情報共有が少なすぎる。全国に出てこない人への情報提供はないに等しい。 

 真に伝えるべきは青年全国大会に来る層ではなく、地域に根ざした活動をしていて、青年全国大会には来

ない層だと思うので、そこへのアプローチ手段を考える必要がある。 

 全国イベントに参加していないユ協の青年部との関係性を持つ為にも、各団体の代表者ミーティングみた

いなものが定期的にあったら理想的。 

 各ユ協の青年代表だけでも参加する Facebook のグループページを作るなどして協力し、日頃から連携の

とれる体制を作りたい。 

 青年ユネスコの方針は？「ギター弾いて遊んでるだけ」といわれても仕方ない状況。 

 

＜日ユ協連にも全青連、双方に対する意見、要望＞ 

 ユネスコの理念に共感して活動している他団体やユネスコ関係者をきちんとまとめていくべき。 

 ユネスコ活動をしている人たち全体の情報共有。他団体との更なる関わり。 

 会員の管理体制を明確にしてほしい。 

 

＜地域での活動について不安に感じていること＞ 

 世代交代や仲間の生活環境の変化によって、今後の活動に影響が出るのが不安。 

 来年度以降の世代交代が心配。ほかの皆さんは、どう引き継いでいるのかな？ 


